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〇文部科学省が指定（現在230校）
 〇科学技術系人材の育成のため、独自のカリキュラムによる授業や、

 大学・研究機関などとの連携、地域の特色を生かした課題研究など
様々な取り組みを行います。

錦江湾高校の理数教育の取組 2



錦江湾高校SSHの歴史

指 定 期 期 間
第１期（５年間）指定 平成17年～平成21年

第２期（５年間）指定 平成22年～平成26年

第３期（５年間）指定 平成29年～令和３年

第４期（５年間）指定 令和４年～令和８年

ISEF 2011Grand Award入賞 Grobal Link in Singapore 2022進出日本学生科学賞入賞 ISEF 2010 出場

３

錦江湾高校・池田高校

国分高校・鹿児島中央高校

甲南高校（経過措置）





今日のテーマ 5

（５校時）写真コンテストの写真から「気づき」を見つける。

〇 宮野 公樹（京都大学学際融合教育研究推進センター准教授）
 『研究を深める5つの問い』

→ 問いに気づくことが研究の本質

〇 牧野 悌也（東北学院大学 教養学部 情報科学科 教授）
『科学的思考のススメ』

  → 日常の「もしかして？」が探究の出発点になる

みやの なおき

みやの よしなり



〇 U.フリック（アリス・サロモン応用科学大学看護管理学部教授）
『質的研究入門』

→ フィールドとの対話の中で生まれる気づきが理論を生む

〇 鷲田 清一（大阪大学名誉教授、京都市立芸術大学名誉教授）
『「聴く」ことの力』

→ 他者との対話から生まれる気づきが視点を広げる

今日のテーマ 6

（５校時）写真コンテストの写真から「気づき」を見つける。

ウヴェ・フリック

わしだ きよかず



知識の詰め込み 「なんでだろう？」という小さな気づき

研究に大切なのは・・・ 7

対話から生まれる気づきが視点を広げる

他者との対話

研究とは「気づきの連続」です。君たちが日常の中で感じた小さな
違和感や疑問が、問いとなり、実験となり、発見につながります。

それは、教科書には載っていない、君たちだけの科学です。
今日から、君たちだけの「なぜ？」を大切にしてください。
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・写真（ ）について「気づき」を個人シートに記入（４分）。

↓

・グループ内で発表する（１分×６＝６分）

※名前を言ってから発表

※発表後は拍手

① 写真（ ）について「気づき」を書こう（個人で４分間）

今日のテーマ 8

（５校時）写真コンテストの写真から「気づき」を見つける。



・グループ内で話し合い，グループの「気づき」を立てる（５分）

↓

・各学級で集まり，グループの「気づき」を発表する（２分×６班＝12分）

※班名を言ってから発表

※発表後は拍手

③ グループの「気づき」を記入

今日のテーマ 15

（５校時）写真コンテストの写真から「気づき」を見つける。



各学級の場所
ステージ側

５組 １組

６組 ２組

３組

16



今日のテーマ
（５校時）写真コンテストの写真から「気づき」を見つける。

（６校時）図書館や文献検索で調べる学習を行い「気づき」を深める。
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図書の活用
面白い生き物を見つけた！

写真
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「 」で探してみる

ギンボシザトウムシ
「 」
で探しても関連図書は見つかりにくい

ギンボシザトウムシ

「  」で探してみるザトウムシ

クモ

「 」で探してみる土壌動物

19図書の活用



ギンボシザトウムシ
『日本産土壌動物（第二版）』
鶴崎展臣・鈴木正将.2015.クモガタ綱・ザトウムシ目.（青木淳一 編）

鋏角亜門クモガタ綱ザトウムシ目

世界：約6400種 日本：約80種

ザトウムシとは
↓

『クモの科学最前線: 進化から環境まで』
鶴崎展臣. 2015. ザトウムシの生息環境.（宮下直 編）

ザトウムシとは
↓

1901年～2000年の間に，あらゆる言語
で出版されたザトウムシに関する論文
の数は400本にも満たない

20図書の活用



今日のテーマ
（５校時）写真コンテストの写真から「気づき」を見つける。

（６校時）図書館や文献検索で調べる学習を行い「気づき」を深める。

図書班

(６組)

・言葉の意味や背景を知ることが、研究の土台になる

・図書を使って情報を集め、考え、まとめることが、研究の深みを生む

・本を読むことで、自分の疑問が広がったり、深い問いに変わったりする
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文献の活用 22



Google Scholar
https://scholar.google.jp/

文献の活用 23

https://scholar.google.jp/


Google Scholar
https://scholar.google.jp/

文献の活用

ザトウムシ
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https://scholar.google.jp/


Google Scholar
https://scholar.google.jp/

文献の活用

ザトウムシ 脚
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https://scholar.google.jp/


文献の活用 26



文献の活用 27

Cokendolpher J. C. and Mitov G. P.2007. Naturalenemies. In: Pinto-da-Rocha R.,Machado G., and Giribet G. (eds.)
Machado G., Pinto-da-Rocha R., and Giribet G.2007.What are harvestmen? In:Pinto-da-Rocha R.,Machado G., and Giribet G. (eds.)
中尾栞奈・加藤元海．2020.ザトウムシの形態的特徴と脚の自切．黒潮圏科学．13-2.86-93

① 忌避物質の放出

② 擬死

③ 脚の自切

天敵は昆虫食性の小型哺乳類
鳥類，カエル類，クモ類

天敵への対処法は



文献の活用 28

① 忌避物質の放出

② 擬死

③ 脚の自切

昆虫食性の小型哺乳類
鳥類，カエル類，クモ類

＜ヒコナミザトウムシでの研究＞

第４脚 第３脚 第１脚 第２脚

自切しやすい 自切しにくい

・８本の脚のうちの１本の脚を無作為に選び，
ピンセットで30秒間捕捉

・30秒以内に自切しなかった場合は自切なし

Cokendolpher J. C. and Mitov G. P.2007. Naturalenemies. In: Pinto-da-Rocha R.,Machado G., and Giribet G. (eds.)
Machado G., Pinto-da-Rocha R., and Giribet G.2007.What are harvestmen? In:Pinto-da-Rocha R.,Machado G., and Giribet G. (eds.)
中尾栞奈・加藤元海．2020.ザトウムシの形態的特徴と脚の自切．黒潮圏科学．13-2.86-93



今日のテーマ
（５校時）写真コンテストの写真から「気づき」を見つける。

（６校時）図書館や文献検索で調べる学習を行い「気づき」を深める。

図書や文献で調べることは、研究の第一歩
〜本や文献を読むことが、問いを深め、世界とつながる〜

文献班

(６組以

外)

・文献を読むことで問いの質が変わる

・先に研究した人の考えを知ることで、自分の研究がどの位置かが見える

・文献調査は，ただ調べるだけでなく、どう考えるかの力も育つ

図書班

(６組)

・言葉の意味や背景を知ることが、研究の土台になる

・図書を使って情報を集め、考え、まとめることが、研究の深みを生む

・本を読むことで、自分の疑問が広がったり、深い問いに変わったりする
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次回（10月22日）やること 30

写真（ ）について，調べて深まった「気づき」を
書き，発表に向けた準備をする（40分）。

写真（ ）の班で集まり，発表をする。
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